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これまで報道の現場で経験してきた災害
は、すべて心に刻まれています。その中でも
大きな衝撃を受けたのは、やはり東日本大
震災です。あらゆる局面で、“想定外”という
言葉が使われたかと思いますが、災害報道
に関わってきた私たちにとっても、これまで
の常識が通用しない未曽有の事態でした。
それまでも、被害を最小限に食い止めるた
めの報道について考え、備えてきたつもりで
したが、そのマニュアルが通用しなかった。
「私たちはこれまで何をやってきたんだ…」
という無力感を感じました。
そして、それと同時に、自責の念も襲って

きました。あれほどの大きな地震と津波の
被害は、誰しも想像し得なかったことかもし
れません。しかし、私自身は2004年のスマ

トラ島沖地震（推定M.9.0）の際、インド洋
沿岸を襲った津波の被害をニュースで伝え
ていましたし、特番のナレーションなど、さ
まざまな形で携わって、その怖さを知ってい
たはずなんです。それでも「日本で同じ規模
の災害が起きたら、どう呼びかければいい
のか」というマインドセットができていな
かった…。世間の皆さんは、NHKのアナウン
サーというと、“正確に、どんなことがあって
も冷静に伝える”というイメージがあると思
うんですね。私自身も、それでいいと思ってい
ました。でも、「果たしてそうなのだろうか？」
と。その後、災害報道のマニュアル改定に携
わり、そのとき起きている災害のリアリティー
や危機感を声色であったり、言葉の強さで
あったりで伝えることを重視してマニュアル

を修正しました。私も伝え方として、「自分は
大丈夫だろう」という思い込みを打ち破って、
見ている人が「大変だ！ 逃げなきゃ！」と、椅
子から立ち上がって行動を起こす、人々が自
分の身を守るアクションへとつながる呼びか
けを意識するようになりました。

これだけ災害の多い日本において、今考
える災害報道の役割は、二つあると思って
います。一つは、災害が発生したときに、リア
ルタイムで命を守るための情報を報道する

こと。地震であれば、震度や津波の予測、台風で
あればその進路と勢力を伝えて、どう対処すれば
いいのかを伝える。そして、二つ目は、普段の皆さ
んの備えを高めるためのお手伝いをすることで
す。どちらかというと、これまでは前者に重きを置
いてやってきたのですが、今すごく必要だなと
思っているのは、実は後者です。ハザードマップを
見て自分の住む地域のことを知ること。災害が起
きたときに、どういうタイミングで行動して、どこ
に避難すべきか、その避難所までは何分かかるか
という“マイタイムライン”を作ること。そういった
備えに必要なことや、有益な情報の集め方を伝え
て、災害対応力を高めるためのお手伝いをする役
目も担っていると思います。そして、その備えが
あった上で、実際に災害が起きてしまったとき、報
道が身を守る行動に移すための“トリガー（引き

金）”になるように、情報を発信する。災害報道に
とって、“情報で命を守る”ということが最大の目
標です。普段の備えと、行動に導くための的確な報
道があれば、それが実現できると信じています。

私自身の備えはというと、水や簡易トイレな
ど、災害が起きて数週間はしのげるくらいの防災
セットを用意して、定期的に見直したり、倒れて
危険な高い家具は極力置かずに、心配なものは
固定したりといった、最低限のことでしょうか。で
も、備えようと思えばキリがないし、普段必要の
ないものを置くスペースもないという人も多くい
ると思います。それで、最近注目しているのが、
「フェーズフリー」という新しい考え方です。平時
と災害時でフェーズを分けるのではなく、普段
使っているものがそもそも災害に強いものであっ
たり、緊急時には別の用途にも活用できるなど、
プロダクトや施設、サービスで身の回りを満たし
ておこうという考え方です。例えば、紙コップ。分
量の目盛りを兼ねたストライプの模様をつけて
おけば、平時は単なるデザインの一部でも、災害
時は避難所での調理や赤ちゃんのミルクを作る
ための計量カップになるというわけです。個々の
備えももちろん大事ですが、国、地域、企業と、社
会全体が日常からいかに災害を想定しておくか
が、これからの課題だと思っています。

日赤の防災・減災の普及、啓発活動も、「災害報
道で命を救いたい」という、私たちの思いに通じ
るように思います。自分の身を守ることだけでな
く、被災して困難な局面にいる人々を救いたい、さ

らには、健康などさまざまな面で不安を抱えてい
る人のお手伝いをしたいという思いが、その活動
から感じられます。私と妻は熊本の出身ですが、
2016年の地震の直後、熊本で暮らす私たち夫婦
の高齢の親を支えてくれたのは近所の方々でした。
災害時、高齢者１人では身を守れない。地域のつな
がりを大切にし、地域の総合的な防災力の向上を
目指す、防災啓発の考え方には共感ができます。
東日本大震災まで私は「１人でも多くの人を報
道で救う」と思ってやってきましたが、あれほどの
被害を目の当たりにして「１人でも多く」とか「被
害に遭われる方を減らす」という考え方では駄目
だと考えるようになりました。何よりもまず「１人
も命を失わせない」という強い決意で、今までのシ
ステムを徹底的に見直して変える。プリンシプル
（原理・原則）を掲げて、そこからバックキャスティ
ング＊していく。皆が備えることが大切ですが、備
えられない人は命が守られなくても仕方がないな
んてことはないのだから、社会として「１人も命を
失わせない」を考えていく必要がある。赤十字
NEWSの読者の皆さんには「どうしたら、１人も命
を失わせない社会を実現できるか、一緒に考えて
いきませんか」と呼び掛けたいですね。「誰の命も
失わせない」という社会全体の合意が重要だと思
うのです。

今考える、災害報道の  役割と備えの大切さ
武田真一アナウンサー スペシャルインタビュー

アナウンサーとして、阪神淡路大震災や東日本大震災、熊本地震など、これまで数々の災害報道に関わってきた　武田さん。
大規模災害を経て、今改めて考える、命を守るための災害報道の役割と在り方、そして、平時からの備えの大切さ　について、お話を伺いました。

9月から新たに始まった日赤の防災カリキュラム
「ひなんじょ たいけん」に触れる武田さん。

「フリーとなって、今だからできる形で被災地に寄り添い、私
なりの防災・減災活動を続けていきたい」と語る武田さん
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※日赤の防災啓発の取り組み、
　「赤十字防災セミナー」についてはP.7に

熊本市に住む武田さんの義理の両親も、熊本地震
では避難所生活を余儀なくされた（写真は避難所
を訪れたときの武田さん）。「当時の避難所は床に
雑魚寝状態。中学校の体育館の冷たく固い床の上
で過ごす両親の身を、毎日案じていました」

「さまざまな家族構成や健康状態
の避難者を想定して考えられ、い
いシミュレーションになりますね」

ゲーム体験をしていただきました！

NHK時代の武田アナウンサー

Pro�le

武田 真一さん
たけた しんいち

1967年熊本県生まれ。1990年にNHKに入局し、
『NHKニュース7』、『クローズアップ現代＋』など、
看板番組のメインキャスターを長年務める。今年
2月に同局を退社し、フリーアナウンサーへ転身。
現在は日本テレビ系・朝の情報番組「DayDay.」
のメインキャスターとして活躍中。

「未曽有の災害、その危機感を
果たして伝えられていただろうか…」
東日本大震災で感じた無力感

HEADLINE

「情報で命を守ることはできる」
災害報道が、身を守る行動を
起こすための『トリガー（引き金）』に
なるために

「1人でも多くの方を救えるように」
ではなく、目指すべきは
「1人も命を失わせない」備え

「フェーズフリー」という考え方

＊未来や目標を起点にし、逆算して解決策を考える思考法
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アメリカからの一行を慰労するボランティア

乳児の世話をするボランティア

イタリア赤十字社寄贈のバラック

アメリカ赤十字社が設置した、震災により生じた
地割れの上に建つ麻布の臨時テント病院

本郷臨時産院で乳児を沐浴

津波被害を受けた館山に設置した日赤千葉支部救護所

全国救護所配置図（東京、神奈川以外で計73カ所）

皇居前広場救護所
大テント内の活動状況

救護所大テントと
赤十字マークの
ついた救護自動車

浅草臨時救護所の
石川支部救護員

救護機関配置図（東京）

発災当日に設置した救護所を描いた、洋画家の二世 五姓田芳柳（ごせだほう
りゅう）作の絵画「関東大震災当時の宮城前本社東京支部臨時救護所の模様」
（日赤東京都支部 所蔵）を、本展の象徴的な1枚としてキービジュアルに使用

日赤の乳児保護施設

1923年9月1日、午前11時58分に発生した関東大震災。
日赤は、同日のうちに100坪を超える救護用テントを東京・千
代田区の皇居前広場に設置し、多くの傷病者の医療救護を開
始しました。電気をはじめとするインフラが停止し、夜を迎える
皇居前において、日赤のテントだけがランプの光に照らされ、

そこを目指して傷病者や焼け出された人々が集まったといい
ます。広場には約30万人の避難者がひしめきあい、混乱を極め
る中で日赤の医師や看護師が治療を行ったほか、日赤職員が
4斗樽を持って井戸を往復し避難者に水を配布しました。

地震発生直後から東京や神奈川などの救護班が直ちに活動を開始し、
翌日には群馬、栃木、長野、福島、宮城などの支部から応援救護班が派遣
され、その後も全国各支部、朝鮮や満州委員部から駆けつけた救護員が
配備されました。東京・神奈川方面の救護所で活動した日赤の救護員は
1663人で、救護した患者は実人数17万5471人、延べ人数41万1621人
にのぼり、翌年1月まで132日間活動した救護所もありました。

この地震によって全国に逃れた避難
者は約200万人にのぼりました。日赤
では、東京で救護所51カ所が稼働した
ほか、北海道や新潟、大阪、鹿児島など
32支部が各地の主要駅や港を中心に
73カ所の救護所を設置。自治体や青
年団、病院と協力して避難傷病者の救
護を行いました。地方の救護所では、
医師、看護師、事務員など計641人の
救護員が救護活動に従事し、救護を受
けた患者実数は3万3442人、延べ人
数は5万2963人に達しました。また、
日赤の病院船だった「博愛丸」「弘済
丸」も日本郵船によって、大きな被害を
受けていた鉄道の代わりに、人や物資
の輸送手段として使用されました。

日赤では被災した妊産婦を受け入れるため、病
院内の産院を拡張したほか、臨時産院・臨時乳
児院を設置。387人の乳児を保護、1991人の
新たな生命が生まれました。

資金援助を含め最大の支援国となったのはアメ
リカで、9月6日には同国から救護団が到着し、救
援物資の配布やテント病院などを設置。また、世
界30カ国近くの赤十字社、各国の団体や個人か
ら人材派遣や物資・資金の支援がなされました。

1923年に発生した関東大震災から今年で100年を迎えるにあたり、日赤では本社やオンライン上で「温故備震」展　を開催しています。今回はその一部を紙面にてご紹介します。
日赤に残る史料をひもといていくと、多くの人々が救助や支援活動に懸命に取り組んだ姿を感じられると共に、当　時の日赤の先進的な災害対策から、今の私たちが備えるべき防災のヒントが見えてきます。

日赤、そして国際赤十字の動きを史料と共にふりかえる

日赤の最初の奉仕団体である篤志看護婦人会
では、全国各地域の支会を動員して物資や寄付
金を集めて配給したほか、少年赤十字（現青少年
赤十字）が救護所への食糧の運搬を行うなど、
被災者に寄り添った支援活動は、現在の日赤の
ボランティア活動に通じるものです。

誌上展示会
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妊産婦のケアと
乳児の保護

最大の支援国アメリカ、
国際赤十字の連携
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地震発生直後、同日に皇居前広場へ救護用テントを設置

赤十字救護班、全国46支部と海外から結集

日本各地に救護所を設立し、多くの被災者を支援

赤十字WEBミュージアム　 
「温故備震」ページはこちら ▶

関東大震災　100年「　　　　　」展
おん こ び しん

日赤ボランティアの
活動
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そのとき『赤十字NEWS』は何を伝えた？
昭和24年に創刊し、今号で1000号を迎えた『赤十字NEWS（旧赤十字新聞）』。日赤の機関紙である本紙の情報発信は、国内外の
災害と共にありました。今回は、災害直後に発行された紙面と共に、その災害を通して培われた日赤の活動を紹介します。

S24年 長野豪雨

S28年 西日本・近畿および台風13号

S33年 台風22号（狩野川台風）

S34年 台風7号風水害

H16年
福岡県西方沖
地震災害

S35年 チリ地震津波

S39年 新潟地震

S39年 山陰北陸豪雨

S41年 新潟県集中豪雨

S42年 新潟、山形8月豪雨水害

S47年 広域豪雨水害

S51年 台風17号災害

S60年 長野市地附山地滑り

H5年
北海道南西沖地震災害

長期間の避難生活を送る人々に対する、ここ
ろのケア、感染症対策やエコノミークラ
ス症候群予防のアドバイスなどの支
援活動により、個々の安全や健
康を守るための知識を提供す
ることの重要性を認識。
翌年からは「赤十字防
災セミナー」の全
国展開を始め
ました。

長い避難生活における
心と体を守るための
知識を普及

阪神淡路大震災でのボランティア活動は、後に
「ボランティア元年」と呼ばれ、現在の赤十字
ボランティアの多様な活動につながってい
ます。また、目に見えるけがだけでな
く、地震により精神的にダメージを
負った人々をケアする重要性が
見直された契機であり、こ
こでの学びが、日赤の
「こころのケア」活動
のベースとなっ
ています。
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災害時のボランティアの
活動をサポート
「こころのケア」拡充も

現在は…

現在は…

被災地に派遣された日赤職
員は延べ7千人。被災地に寄
り添う日赤の活動、その思い
を伝えながら、世界にも広が
る支援の輪を紹介。多くの人
が被災地に思いを寄せる
きっかけを生みつつ、復興に
懸ける人々の力となるべく情
報を発信し続けました。

赤十字NEWSはこう伝えた！

当  時

死傷者や行方不明者の数から、当時、
史上最大規模の被害をもたらした台
風であることを知らせると同時に、台
風の上陸時から近隣の各支部より救
護班を派遣したこと、義援金の受け付
けや物資の配布状況を発信。日赤の
活動と、全国からの支援が現地に届い
ていることを伝える媒体としての役割
を果たしました。

H12年 有珠山噴火

H16年 新潟・福島豪雨災害

H16年 福井県豪雨災害

6

凄惨な被害状況を伝えると共に、赤十字病院や避難
所において、日赤の職員、ボランティアが救護活動を
行う様子を報告。全国から派遣された救護班の活動
のほか、国際赤十字から届く安否調査への対応な
ど、日赤のネットワークを生かした多岐にわたる取
り組みを紹介しました。

点在する避難所や自家用車に寝泊まりする
方々のための巡回診療を報告。当時は一般に浸
透していなかった「エコノミークラス症候群」を
防ぐ活動や、国内初のdERU（国内型緊急対応
ユニット）の展開も伝えました。

赤十字NEWSはこう伝えた！当  時

H16年の紙面
H28年の紙面

H7年の紙面

H23年の紙面

S34年の紙面
S34年
台風15号
（伊勢湾台風）

H16年
新潟県中越地震災害

地震から少し時間が経ってから心的ショックや避難
生活の精神的ストレスが原因の災害関連死が多く発
生。そのため日赤は、地震発生直後から「こころのケ
ア」を実施。被災状況に応じて「こころのケアセンター」
を設置するなど現在の取り組みにつながっています。

早い段階の
「こころのケア」で
被災者の命を守る

現在は…

H28年 熊本地震

H23年
東日本大震災

H7年 阪神淡路大震災

防災啓発事業を本格化
次世代へと思いを
つないでいく

現在は…

未曽有の大災害において、総力を挙げて取り組んだ被災
地支援。医療救護やボランティアによる支援、こころのケ
ア、救援物資や義援金の受け付けなど日赤がこれまで
培ってきた経験と知識をもとに活動を展開。さらに、この
震災で得た知見や記録をもとに、日赤では災害対応能力
を強化させ、同時に青少年赤十字事業における防災教材
の制作を始め、次世代の防災への意識と力を育む防災啓
発事業を本格化。現在も進化を続けています。

S24年
赤十字NEWS創刊

被災者に寄り添う日赤の詳細な活動を紹介し、被災地のリア
ルな現状を知ってもらうことを目指しました。被害状況の数
字では見えてこない、現地の人々が「何を求めているか」を伝
え、支援の輪を広げていくことも赤十字NEWSの使命です。

赤十字NEWSはこう伝えた！当  時

赤十字NEWSは
こう伝えた！

当  時

赤十字NEWSはこう伝えた！当  時
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「KAG」 ＆ 「ひなんじょ たいけん」で
防災・減災を考える

日赤山口県支部の赤十字防災セミナーの一環で実施された「KAG」。
冒頭、日赤職員によって、家の中の危険な場所や安全なスペースを確保
するための対策法についてレクチャーがありました。その後、用意された
ワークシートに自宅の家具の配置を描く時間が設けられ、危険なポイン
トを自ら考える機会に。そして、他の参加者とディスカッションすること
で、さらに安全対策の理解を深めました。

Pro�le

のがみ・しょういち
●岡山県出身。高校時代に
平成30年7月豪雨の被災地
ボランティアを経験したこ
とから、防災・減災にも関心
を持つようになり、今回の
「KAG」体験に参加。現在は
山口県内の大学に通いなが
ら、山口大学学生赤十字奉
仕団のメンバーとして活動中。

赤十字防災セミナーの新カリキュラム

野上 翔市さん

災害時に身を守るための家具の安全対策を学ぶ「家具安全
対策ゲーム（KAG）」と、避難所を仮想体験する「ひなんじょ 
たいけん」。今年度からスタートした二つの防災シミュレー
ションカリキュラムをご紹介します。

「KAG」体験リポート

家具の配置を描いたら隣の方と意見交換。
「ご自身も被災経験があり、防災ボラン
ティアもされている方なので、具体的な
アドバイスをもらえました。他の人の
視点って大事ですね！」

KAG講習の冒頭、“家の中の危険”についての
講演を聞き「ぼくの部屋はベッドのすぐそばに
本棚があって、就寝中に地震が起きたら、と考
えたら、枕の位置が危ないかも…」と、野上さん

隣の方の考えを聞き、多くの気づきを得た野上さん。
「“窓ガラスが割れたときに素足では歩けないから、
非常用の靴を枕元に置いておくといい”と言われ、
目から鱗です」。自分の図面で×印も追加します

「本棚や洗濯機がドア近くにあり、家具が倒れた
ら出入り口を塞いでしまうと気づきました」と、
発表。講習後、周りの学生にも家の防災に興味を
持ってほしい、と感想を述べました

「KAG（カグ）」とは？

「ひなんじょ たいけん」とは？

「KAG」に参加しました！
日本人の平均在宅時間は1日約16時間※１、また
平均睡眠時間は、7時間12分※２というデータがあり
ます。家で過ごす多くの時間が就寝時間と考える
と、その一番無防備な状態で大きな災害が起こっ
たら…と、想像したことはあるでしょうか？ 実際、
朝方5時46分に発生した阪神淡路大震災では、家
具の下敷きやガラスの落下によるけがが全体の約7
割以上を占めました。就寝中の家具による事故を
防ぎ、家の中にけがの原因が潜んでいるという危
機感を高めて、日常から備えるために、今年度から

日赤の防災教育事業の一環として登場したのが
「KAG（カグ）」。家具の転倒や落下、移動による地
震被害を最小限に食い止めるためのもので、ゲーム
は実際に自宅の平面図を描き起こすことからス
タートします。家具の配置で危険な箇所を把握し
て、地震が発生したときに、自分はもちろん、家族
の命を守るためにはどういった対策が必要か、ゲー
ム形式で学んでいくプログラムです。

※１ NHK放送文化研究所「国民生活時間調査（2015）」より
※２ 同研究所「国民生活時間調査（2020）」より

いつ起こるかわからない大規模災害
を想定して、「避難者の目線」で避難所
における「自助」と「共助」の力の向上
を目的としたカリキュラム。今秋、日赤
オリジナルのアレンジでリリースされ
ました。
用意されるのは、避難所に見立てた
平面図と、世帯ごとに避難者の年齢や
健康状態、被災状況が書かれたカード。

5～7人のグループになって、避難者に見
立てたカードを引きながら考えていき
ます。「病気の家族がいる場合」「避難
所のトイレが使えなくなった」など、さ
まざまな出来事、課題にどう対応してい
くか、意見交換しながら気づきを深め
ることで「避難者」を疑似体験できる
カリキュラムです。

赤十字防災セミナーに参加しませんか？

このような
カードを
使います！

こたつ

そのとき『赤十字NEWS』は何を伝えた？
A n niversary

おかげさまで

祝1000号Re
d C

ross NEWS Since 1949

記念特集

野上さんの部屋の図面

家具の配置と共に、倒れる、割れる、飛び出すなど、危険な箇所に×印をつけていく
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名誉総裁・皇后陛下から授与される髙原美貴さん

諏訪赤十字看護専門学校、姫路赤
十字看護専門学校の生徒による
キャンドルサービス

※イラストはイメージです

Rh（+） Rh（－）

Rh 抗原がある Rh抗原がない

赤血球

第49回フローレンス・ナイチンゲール記章 授与式第49回フローレンス・ナイチンゲール記章 授与式1
TOPICS

世界中の看護師にとって最高の栄誉である「フローレンス・ナイチンゲール記章」。第49回となる今回、日本からは髙原美貴さん、

草間朋子さん、今村節子さんの3人が受章し、日本赤十字社名誉総裁である皇后陛下から記章が授与されました。

7月27日、東京・港区にある東京プリンスホテルにて、日本赤十字社名誉総
裁の皇后陛下、名誉副総裁の常陸宮妃華子殿下、寛仁親王妃信子殿下ご臨席の
下、第49回フローレンス・ナイチンゲール記章の授与式が行われました。
同記章は、看護活動に顕著な功績を果たした看護師を
顕彰するもので、近代看護を確立したフローレンス・ナイ
チンゲール氏の生誕100周年を記念して、1920年に創
設。2年に一度、赤十字国際委員会の選考によって、紛争
や災害時の看護活動、公衆衛生や看護教育などに顕著な
貢献をした世界中の看護師の中から、受章者が決定しま
す。今回は22カ国、37人に贈られ、これまでの受章者総
数は1580人、そのうち日本人の受章者は、今回の3人を
含め115人と、世界最多となっています。今年の授与式
は、4年ぶりに看護学生によるキャンドルサービスも行わ
れ、灯をともしたろうそくを手にした72人の看護学生が
会場を回ると、場内は厳粛な雰囲気に包まれました。
今回の受章者・髙原さんは、1987年から姫路赤十字
病院に勤務。1999年にスーダン紛争犠牲者救援活動
に携わって以来、これまで11カ国17回の国際救援活動
を経験しました。2002年に従事したアフガニスタン紛

争犠牲者救援では、地雷を受けた遺体を「整体※」して家族に引き渡す技術を
病院スタッフに伝授するなど、宗教や文化を尊重した人道を実践しています。
草間さんは、2011年の原子力発電所事故の経験から、被災者の放射線に対

くさま ともこ

する思いや不安に対峙した活動を目指して、一般社団法人日
本放射線看護学会を立ち上げ、放射線看護活動を国際的に拡
大していく活動を展開しました。また、昨今では原子力災害保
健支援チーム（NuHAT）を編成し、原子力災害発生時に放射
線看護専門看護師を活用し、機動性のある支援ができる体制
づくりに注力しています。今村さんは、日本の国立大学初の看
護学科となる東京大学医学部衛生看護科の草創期における教
育体制の構築に尽力、「看護は論理的で科学的」という概念を
日本の看護教育に与えました。また、地域の健康問題にも関心
を寄せ、地域医療を担う看護師のキャリア開発のための法人
を設立し、学生への奨学金事業を創設するなど、地域看護力
向上のための活動にも取り組んでいます。
受章を受けて、髙原さんは、「栄誉ある章をいただき、私でい
いのかという戸惑いと同時に、私を推薦してくれた周りの方た
ちへの感謝が込み上げました。今後も紛争が起きている地域
で懸命に生きている人たち
を支えるため、救援活動を
続けていきたいです」と語
りました。

草間 朋子さん
東京医療保健大学  名誉教授
大分県立看護科学大学  名誉学長

姫路赤十字病院　看護副部長

8月号の髙原さん
オンライン記事はこちらから

数々の国際救援活動を経験し、現在はシリアで国際
赤十字・赤新月社連盟（IFRC）の保健医療コーディ
ネーターとして活動する髙原さん。授与式後の講演会
では、これまで訪れた国々の現地の様子を画像で振
り返りながら、「私のように、こうして自分の活動を認
めてもらって素晴らしい章をいただけるのは夢のよう
なこと。多くの人たちは、誰にも評価されることのな
い日の当たらない場所で、今日も必死に救援活動を
行っています」と語りました。式典後に名誉総裁と交
わした会話については、「私たちが『日赤の看護師は
強いと言われますが、赤十字が私たちを強くしてくれ
たのです』と話すと、皇后陛下は笑みを浮かべながら、
深く納得されたご様子でした」と振り返りました。

放射線の対人影響を長年研究してきた草間さん。
「科学としての放射線影響を患者さんや被災地の
住民の方々に理解していただくためには、一番身近
な看護師の役割が大きい。今後も、放射線専門看護
師の育成や原子力災害の支援体制の構築に邁進し
ていきます」と語りました。

たかはら み き

髙原 美貴さん受 章 者

受 章 者

98歳の今もなお、地元鹿児島県で看護機能を生かし
た地域共生社会に尽力する今村さん。授与式・講演会
には、長男の今村英仁さんが代理で登壇され、「現在は、
母と共に看護小規模多機能型居宅介護施設*の展開
を見据えて準備しています」と、近況を伝えました。
* 利用者や、その家族の状況に合わせて24時間365日、「通い」「泊まり」
「訪問看護（看護・介護）」のサービスを一体的に提供する施設

受 章 者

いまむら せつこ

今村 節子さん
公益社団法人教育・
ヘルスケア振興節英会  理事
鹿児島中央看護専門学校
（３年課程）顧問

ABO式から40年後のRh式血液型の発見
多様な血液型の研究が安全な輸血を可能にする
1900年にウィーン大学教授のラント
シュタイナー（Landsteiner）がABO式
血液型を発見してから40年後、その弟
子であったウィーナー（A.S.Wiener）
が、Rh式血液型の発見につながる新た
な抗原について発表をしました。前提
として、血液型は、血球の表面や内部
にある抗原と呼ばれる物質の有無に
よって判別されます。この研究では、ア
カゲザルの血球でウサギを免疫して作
られた抗体が、白人の約85％の血球を
凝集し、約15％を凝集しないという結
果が出ていました。これは、従来の
ABO式血液型とは異なる抗原を持っ
た血液型の発見でした。血液の研究者
の1人で、多くの血液型を発見したリ
ヴァイン（Philip Levine）は、ウィー
ナーらの発表を受け、前年に分娩時に

出血した妊婦への輸血で激
しい副作用が起きた事例を
調べ、Rh式血液型の抗原に
起因するものだったことを突
き止め、血液型のメカニズム
の解明につなげました。ちな
みに、Rh式血液型は、アカゲ
ザル（Rhesus monkey）の
頭文字を取ったもので、その
中でもヒトの抗体であるD抗
原は、ラントシュタイナーと
ウィーナーの頭文字を取り
LW抗原と呼ばれています。
Rh式血液型の発見当時は
第二次世界大戦の最中でしたが、血液
に関する研究はアメリカやイギリスを
中心に地道に続けられ、その後数年の
うちにRh式血液型の5種類の因子や

新たなルイス式血液型なども見つか
り、今日、国際輸血学会が認定してい
る37種類のヒトの血液型をひもとい
ていく礎となっています。

人の赤血球にアカゲザル (Rhesus monkey) と共通の血液型
抗原「Rh 抗原」がある場合は、「Rh＋（Rh 陽性）」、同抗原がない
場合は「Rh－（Rh 陰性）」となる
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「令和５年７月７日からの大雨による災害」における日赤の活動

今年6月末からの梅雨前線の影響に
より発生した大雨は、青森県、秋田県、
富山県、石川県、島根県、山口県、福岡県、
佐賀県、大分県の39市町村に災害救助
法が適用される甚大な被害をもたらし
ました。日赤各支部は、被災地に職員を
派遣し、避難所や被災住宅への巡回に
よる健康観察、救援物資の配布などを
行うとともに、赤十字ボランティアによ
る被災住宅の片づけや炊き出しなどを
実施しました。さらに詳しい活動状況は、
日赤WEBサイトの災害救護速報をご覧
ください。

避難所で健康観察を行う日赤看護師（秋田県秋田市） 被災住宅の泥出しを行う赤十字ボランティア（石川県河北郡津幡町）

赤十字
NEWS9月号

災害救護
報告

※1985年に発生した520人が亡くなっ
た航空機墜落事故の際に、故人の
体形を遺族から聞き取り、その場に
ある資材を利用して、「損傷のひどい
遺体を生前の姿にできるだけ似せて
整復する方法」として、日赤の看護
師が救護活動として実施したもの

救援物資の配布状況職員の派遣状況

秋田県支部、
秋田赤十字病院

唐津赤十字病院

鳥取赤十字病院

宮城県支部、仙台赤十字病院、
石巻赤十字病院、
石巻赤十字看護専門学校

福岡県支部、福岡赤十字病院、
今津赤十字病院、嘉麻赤十字病院

緊急セット80セット、タオル類2100枚、石けん80個

毛布320枚、緊急セット229セット、
安眠セット49セット、段ボールベッド２個

毛布50枚、緊急セット522セット、安眠セット180セット、
タオル類1050枚、医療品セット550組、消毒液700リットル

毛布180枚、安眠セット12セット

毛布60枚、緊急セット36セット、
安眠セット60セット、タオル類120枚
緊急セット84セット、安眠セット10セット、
タオル類420枚、ブルーシート80枚

53人（救護班１班４人、事務職員２
人、日赤災害医療コーディネート
チーム11人、こころのケア班36人）

１人（日赤災害医療コーディ
ネートチーム）

７人（こころのケア班）

22人（看護師等）

13人（看護師等）

秋田県支部

富山県支部

山口県支部

福岡県支部

佐賀県支部

大分県支部

「令和５年６月29日からの大雨による災害」

災害救護速報
（国内）については
コチラ
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青少年赤十字（JRC）の教育プログラ
ムの一つ、リーダーシップ・トレーニン
グ・センター（トレセン）。日赤茨城県支
部（❶）は、7月28日に北茨城市地区で
開催し、小中学生JRCメンバー44人が
参加。今回は県内初の試みとして、赤十
字アマチュア無線奉仕団による無線講
座も。メンバーは初めて触れる無線機
に興奮しながらも、離れた場所にいる
ペアと順番に質問しあうなど、災害時
に活用されるアマチュア無線について
知る機会となりました。
三重県支部（❷）では、4年ぶりに２泊
3日の宿泊を伴うトレセンを実施。小・
中・高等学校と各校種に分かれ、高校ト

レセンにはJRCメンバー36人、指導者12人が参加。関所ごとに課題をクリアする
フィールドワークは、JRCの高校生リーダーと次期リーダーたちが中心となって運
営。目隠しで行動したり、野外のがたつく道を車椅子で移動するなど、障害のある方
の体感とそのサポートも学びました。

1000号記念 特別プレゼント

A賞 B賞

Pr�ent!!

「より良いくらし」と「持続可能な地球環境」の両
立を目指すパナソニックから、環境に配慮した
植物由来塗料（バイオマスペイント）とプラス
チック使用量を約95％削減した包装材を用い
た「ヘアードライヤー ナノケア」EH-NA0J-H（9月
1日発売）をプレゼント。同製品シリーズの売り
上げの一部は、海の保全活動に寄付されます。

非常用トイレ、長期保存水な
ど車に常備しておきたい防災
アイテム16点がこの１箱に！

パナソニック ヘアードライヤー ナノケア 日赤の車載用防災セット

ご応募は
こちらから

2名様2名様

パナソニック 
ヘアードライヤー ナノケア
EH-NA0J-H （ミストグレー）

郵送／〒105-8521東京都港区芝大門1-1-3
日本赤十字社 広報室  赤十字NEWS
9月号プレゼント係
WEB応募／下の２次元コードからご応募くだ
さい。

※当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきます 
9月29日（金）必着

プレゼント希望者は、以下の項目を明記のうえ、郵送・WEBでご応募ください。
①お名前　②郵便番号・ご住所　③電話番号　④年齢　⑤赤十字NEWS9月号を手にされ
た場所（例／献血ルーム）　⑥希望賞品（A／B）　⑦9月号読者アンケートの回答
※ご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および弊社からのお知らせのみに利用いたします

【A】 

【B】

赤十字の活動の中でよく知っている事業はどれですか
ア. 国内災害救護　イ. 国際活動　ウ. 赤十字病院　エ. 看護師等の教育　オ. 献血（血液事
業）　カ. 救急法等の講習　キ. 青少年赤十字　ク. 赤十字ボランティア　ケ. 社会福祉
※上記選択からア～ケの文字をご記載ください。複数選択可
今回、赤十字NEWSを読んで、赤十字の活動の中で理解が深まったのは上記ア～ケの事
業のどれですか　※複数選択可

〈⑦ 9月号読者アンケート〉質問項目

【C】

【D】
　 　
　

【E】

【F】

赤十字NEWSの適切な大きさは
ア. 今のまま　イ. A4サイズ　ウ. 小冊子（A5 148×210㎜）サイズ

現在の赤十字NEWSの読みやすさ
ア. 読みやすい　イ. 読みにくい：その理由（文字量が多い/少ない、
レイアウトが悪い、写真が多い/少ない、ページ数が多い/少ない）

赤十字NEWSの発行回数は何回がよいですか
ア. 月に１回　イ. ２カ月に１回　ウ. 3カ月に１回　エ. 4カ月に１回

その他、赤十字NEWSに関するご意見、ご要望

〈⑦ 9月号読者アンケート〉質問項目・続き

NEWS
エリアニュース

全国各地、あなたの生活のすぐそばで
日本赤十字社の活動は行われています。

　9月の防災・減災キャンペーンとして、日赤のアンバサダーである上白
石萌音さんがナビゲーターとなり、災害への備えをわかりやすく紹介す
るWEBサイトがオープンしました！
　このサイトでは、上白石さんが地域の防災について考える「災害図上
訓練（DIG）」というゲームを体験している様子を収録したWEB CMを
公開中。また防災・減災への理解を深めるコンテンツとして、マガジンハ
ウスの雑誌『POPEYE』『anan』『Hanako』とのコラボ記事も掲載してい
ます。他にも知っておきたい備えのアドバイスをする『防災・減災 備える
MAP』や、Hanako編集部がピックアップした防災アイテムが購入でき、
しかも売上の一部が日赤に寄付される『SAVE365ショッピング』など、
盛りだくさんのコンテンツをご用意しています。
　ぜひ、この機会にアクセスしてみてください。

キャンペーンサイトは
こちらから

ACTION! 防災・減災キャンペーン

赤十字は、動いてる！

　水の事故が頻発する夏季、各支部では楽しく水上安
全法を学ぶためのコンテンツや講習を用意しています。
　日赤千葉県支部（❶）では、7月23日に稲毛海浜公
園・いなげの浜にて、海上保安庁千葉海上保安部の協力
の下、「赤十字ジュニア・ライフセービング教室」を開
催。ペットボトルやランドセルなど、身近な浮き具を使っ
た浮き体験や、ライフジャケット着用体験、レスキュー
ボード体験などを通して、命を守る技術を学ぶだけでな
く、海の楽しさにも触れる機会となりました。参加者か
らは、「危険だと思った時こそ、慌てずに対処することが
大切だと思いました」などの感想が寄せられました。
　大分県支部（❷）では、ヒーローや悪役が登場するオ
リジナル動画「人道人間クロスレッド」第3弾を公開中。
この動画では「恐るべし水の事故！ ゼロツー参上！！
～着衣泳・陸上からの救助編～」と題し、溺れたとき、
溺れた人を見つけたときの対処法を紹介しています。

大韓赤十字社釜山広域市
支社との姉妹協定に基づき、
平成14年度から毎年、青少年
赤十字（JRC）小学生メンバー
の受け入れ、派遣を通じた国
際交流を実施している日赤福
岡県支部。コロナ禍を経て5
年ぶりに交流が再開し、釜山
市の小学生たちを招き入れ、
JRCメンバーの家庭がホスト

ファミリーになって交流を深めました。受け入れ校主催による「八木山小学校相撲
大会夏場所」は、日本の文化を肌で感じる機会に。参加した韓国メンバーは「ホーム
ステイで体験した花火や水族館、BBQ、そして相撲大会も、すべて楽しかった」と
語り、メンバー同士、言葉の壁を超えてお互いの理解を深めた様子でした。

西日本最高峰であり、名物とも言え
るいくつもの鎖場（岩場を登るため鎖
が取り付けられた場所）があることで
知られる石鎚山。7月1日～10日の「お
山開き大祭」で、日赤愛媛県支部、松
山赤十字病院、赤十字ボランティアに
よる救護活動が行われました。消防や
警察とも連携をとりながら、けがや脱
水で動けなくなった方に対しての応
急処置を行い、時には傷病者を担架
に乗せて山を下ることも。登山者から
は、「赤十字さんがいてくれたから安
心して山を登ることができました」と
の感謝の言葉をいただきました。

「安心して登山ができるように」
霊峰・石鎚山で救護活動

福岡 韓国の小学生と「ハッケヨイ！」
５年ぶりに国際交流が再開

7月26日、九州ブロック血液センターとJR九州との共同の取り組みで
ある、第２回新幹線搬送トライアルを実施しました。この取り組みは、大
雨、台風などの荒天時に高速道路が通行止めになった際、輸血用血液製
剤および原料血液の代替運搬手段として新幹線を利用することを目的と
して、実運に向けて検証を重ねているものです。１人でも多くの命を救う
ために、天候に関わらず、いつ何時も医療機関に安定的に輸血用血液製
剤を供給することができるよう、検証を進めていきます。

九州 九州初！ 新幹線による
血液輸送のトライアル

新潟県赤十字血液センターでは、若
い世代に献血への関心を持ってもら
うため、「にいがた製菓・調理専門学
校えぷろん」と連携した取り組みを
行っています。7月に同校での献血を
実施し、まずは学生たちの献血への
理解を深め、その後7月24日～28日
には、献血ルームで協力してくれた方
に、パティシエの卵である学生たちの

手作りクッキーをプレゼント。クッキーを作成した学生は、「何度でも、献血ルームに来
てくれたらうれしい」と語り、継続的な協力を笑顔で呼びかけていました。

大分県支部の
動画はこちらから

製菓・調理専門学校生が
手作りクッキーを配り献血協力を呼びかけ

新潟 愛媛

CM動画の撮影で「DIG」を体験した
上白石さん。このWEB CMはキャン
ペーンサイト内で視聴可能です

■ WEB CM

■ 防災・減災 備えるMAP（WEBサイト）

「知って安心！『防災・
減災 備えるMAP』」
として、「家の中の防
災」「避難所の環境」
「 赤 十 字 防 災 セ ミ
ナー」など、もしもの
ときに役立つ知識を
わかりやすく解説＆
アドバイスします

救命処置によって男性の
命を救ったとして、佐賀県
立唐津西高等学校2年生
の田中哲史さんに、唐津市
消防本部から感謝状が送
られました。田中さんは、3
月に日赤佐賀県支部が行っ
た救急法短期講習を受講。
そのとき学んだことを生か
し、野球部の練習試合前に
グラウンドで男性が突然

意識を失った際に、大人3人と救命処置を開始。「AEDを持ってき
て！」の指示に、素早く反応し校舎にダッシュ。男性は一命を取り
留めました。「講習でAEDの場所を知っていたおかげ。講習を受
けていてよかったです」と当時を振り返って笑顔を見せました。

佐賀

「救急法講習を
受けていてよかった！」
AEDで救命サポートをした
高校生が表彰

夏の恒例行事「トレセン」開催
アマチュア無線交信体験や
実践的フィールドワークも

茨城・三重

❶

❷

水の事故ゼロを目指して
楽しみながら学ぶライフセービング

千葉・大分

❶

❷

ひん

※印刷の関係で、実際の製品と
　写真の色が異なる場合があります

赤十字NEWS   September 2023   no.1000　　　令和5年9月1日（毎月1日発行） 第1000号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可） 11赤十字NEWS   September 2023   no.1000　　　令和5年9月1日（毎月1日発行） 第1000号（昭和24年9月30日 第三種郵便物認可）10



｜
ワ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
ス
｜

故郷を追われた難民や避難民の今
2022年末時点のUNHCR1の統計2によれば、紛争や迫害などから逃れるために故郷を離れなければならなかった
人々が世界には約1億840万人います。今回は、難民や避難民の方々の日常にスポットを当てます。

難民とは「人種、宗教、国籍、政治的意見または特定の社会集団に属
するという理由で、自国にいると迫害を受ける恐れがあるために他国に
逃れ、国際的保護を必要とする人々」のことを言います。一方、避難民は難
民と同様な理由、もしくは紛争などによって、住み慣れた家を追われた
人々のことで、難民認定は受けていません。状況が改善されれば、故郷に

戻りたいという思いから国内にとどまっている人々や、障害やさまざまな
理由で国境を越えた移動が困難になった人々は国内避難民と呼ばれて
います。6月20日の「世界難民の日」に合わせ、日赤国際部のSNSでも
投稿したシリアやレバノン、ウクライナ、ドイツ、バングラデシュ、エチオピア
で避難生活を送る人々と日赤や国際赤十字が行う支援を紹介します。

1：国連難民高等弁務官事務所　2：UNHCR - REFUGEE STATISTICS

2023年2月に発生したトルコ・シリア地震直後に行われた、パレスチナ赤
新月社シリア支部のパラバルーンによる心理社会的支援。パレスチナ難民
は75年前に故郷を追われて以来、パレスチナ自治区や隣国などに逃れて
生活しています。パレスチナ赤新月社はこうした国や地域に支部を構えて
活動しています。

ウクライナ人道危機が続くなかで、安全を求めて逃れた避難民の受け入れ
は、ウクライナ国内だけでなく近隣諸国にも広がり、武力紛争が激化した
当時ドイツには毎日何千人もの人々が到着しました。写真は、ドイツで避難民
支援のための登録手続きを行う赤十字スタッフの様子。国を超えて支援を
行うことができる国際赤十字のネットワークが生かされています。

スーダンの各地域で発生した紛争から避難した子どもに、食事を手渡す
エチオピア赤十字社のボランティア。スーダンでは国内の医療施設の多く
が機能不全の状態にあり、医療や物資の支援が必要とされています。また、
避難民の多くが女性や子どもであるため、家族が離ればなれになってしまう
リスクを周知し、彼らを保護するシステムの構築も急務となっています。

【場所：シリア キーワード：パレスチナ難民】

【場所：ドイツ キーワード：ウクライナ人道危機】

【場所：エチオピア キーワード：スーダン人道危機】
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バングラデシュでの避難民の子どもたちに対するこころのケア活動。ミャ
ンマー・ラカイン州での暴力から逃れるため約100万人が避難している
同国では、発生から6年目を迎え、将来の見通しが立たない不安な日々が
続いています。制限の多い環境下でも希望をもって生活できるよう、避難
民自らもボランティアとして支援活動に取り組んでいます。

ウクライナ人道危機により避難生活を送る人々を対象にした巡回診療。日赤
は、資金や物資、医療サービス支援のための人員派遣を継続しています。写真
は、日赤国際部職員の矢田結さん（左から2人目）が、避難民の方の現状や
巡回診療の感想についてなどの話を聞いている様子。生活インフラが整わ
ず、支援が行き届かない村への巡回診療は、必要不可欠な活動です。

【場所：ウクライナ キーワード：ウクライナ人道危機】

レバノンのパレスチナ難民キャンプ内の病院で、日赤医療センター看護
師の宇賀本さおりさんが、自身も難民であるラファ医師と救命救急の手
技の確認を行う場面。レバノン内のパレスチナ難民は移動に制限がある
ため、日本の医療従事者が日々行っているような医療技術の更新も難しい
状況にあり、現地の医療の質を高めるための支援は重要です。

【場所：レバノン キーワード：パレスチナ難民】

【場所：バングラデシュ キーワード：バングラデシュ南部避難民】B
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